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〇暴力のない三中にしよう 

全校
ぜんこう

朝礼
ちょうれい

11/17で校長は以下
い か

のような話をしました。「本日
ほんじつ

から、 

学校
がっこう

生活
せいかつ

指導
し ど う

重点
じゅうてん

期間
き か ん

を解
かい

除
じょ

します｡しかし､まだトイレの鏡
かがみ

への 

痰
たん

吐
は

きなどとても見苦
み ぐ る

しい汚
きたな

らしい状 況
じょうきょう

､指笛
ゆびぶえ

が鳴
な

るなど、まだ 

迷惑
めいわく

行為
こ う い

があるので､これまでやってきた対応
たいおう

の全
すべ

てを無
な

くわけで 

はありません。給 食
きゅうしょく

･昼
ひる

休
やす

みのフロア見守
み ま も

り・巡回
じゅんかい

は教員の方
ほう

で 

続
つづ

けます。登
とう

下校
げ こ う

時
じ

の巡回
じゅんかい

も続けます｡何よりも学校は安全
あんぜん

で安心
あんしん

 

なところでなければなりません。授業
じゅぎょう

エスケープを含
ふく

む授業妨害
ぼうがい

、 

廊下
ろ う か

走
はし

り、指笛、窓
まど

出
で

、教職員への暴言
ぼうげん

など迷惑行為、安全
あんぜん

を脅
おびや

かす行為が発生
はっせい

したら、警告
けいこく

した上で、保
ほ

護者
ご し ゃ

の方に引き取りをお願いします。生徒間
せいとかん

暴力
ぼうりょく

、対教師
たいきょうし

暴力も同様
どうよう

です。暴力は、どのような理由
り ゆ う

があっ

ても許
ゆる

されません。ところが、三中では暴力が当
あ

たり前
まえ

のように行われています。下手
へ た

すると暴力が挨拶
あいさつ

代
が

わりになっているような異常
いじょう

事態
じ た い

です。人間
にんげん

関係
かんけい

のトラブルやちょっかいが原因
げんいん

で、暴力はどの学年、部活
ぶ か つ

動
どう

でも起
お

きています。暴力による解決
かいけつ

・自己
じ こ

主張
しゅちょう

は止
や

めてください。いくら正当
せいとう

な理由
り ゆ う

があっても暴力をし

た側
がわ

が不利
ふ り

になります。高校では退学
たいがく

、就職先
しゅうしょくさき

では懲戒
ちょうかい

免職
めんしょく

になる時があります。罪
つみ

を犯
おか

したら償
つぐな

うの

が優
ゆう

先
せん

です。相手にけがを負
お

わせたら傷害
しょうがい

罪
ざい

、怪我
け が

がなくても、殴
なぐ

る・蹴
け

るの行為は暴行
ぼうこう

罪
ざい

が成立
せいりつ

します。

胸倉
むなぐら

をつかんだだけでも暴行罪です。与
あた

えた怪我を甘
あま

く見ないでください。校長先生は三中から暴力を追放
ついほう

したいと思っています。今後、三中で暴力が発生し相手に怪我を負わせ病院
びょういん

に行くことになったら、１４歳

以上の加
か

害
がい

生徒は、被害
ひ が い

生徒の保護者に警察
けいさつ

へ被害届
ひがいとどけ

を出すよう依頼
い ら い

し逮捕
た い ほ

してもらいます。１４歳未満の

加害生徒は、被害生徒・保護者に警告
けいこく

を与えます。繰
く

り返
かえ

したら校長が児童
じ ど う

相談所
そうだんじょ

に通告
つうこく

します。そうする

と児童相談所の呼
よ

び出しがあるでしょう。それでも相手
あ い て

への怒
いか

りが込
こ

み上げてきた時、三中生がまた暴力を

振
ふ

るわないかと心配
しんぱい

です。自分はどうすればよいのか、歴史
れ き し

に学んでほしいことがあります。それは明治
め い じ

維新
い し ん

です。時代が変わる時、残念
ざんねん

なことに血
ち

を流すことが多い、やはりこの時もそうでした。幕府軍
ばくふぐん

と新政府軍
しんせいふぐん

の戦い、戊辰
ぼ し ん

戦争
せんそう

が起
お

こり多くの血が流れました。しかし、その中で１回だけ血を流さないで済
す

んだ画期的
かっきてき

な事
こと

がありました。それは江戸
え ど

無血
む け つ

開城
かいじょう

と言う出来
で き

事です。幕府軍が鳥羽
と ば

伏見
ふ し み

の戦いで、新政府軍に敗
やぶ

れた

際
さい

、幕府軍のトップである徳川
とくがわ

慶喜
よしのぶ

は早々
そうそう

に降
こう

参
さん

し上野
う え の

の寛永寺
かんえいじ

で謹
きん

慎
しん

していましたが、新政府軍はそれを

良
よ

しとはせず、幕府の象 徴
しょうちょう

である江戸城の総攻撃
そうこうげき

と慶喜の首を取ろうとしました。江戸城の総攻撃が始ま

れば、当時
と う じ

世界
せ か い

最
さい

大都市
だ い と し

で１００万人以上が生活している江戸は相当の犠牲者
ぎせいしゃ

が出た筈
はず

です。でもそれらは

全て回避
か い ひ

されました。その理由は、幕臣
ばくしん

の勝海舟
かつかいしゅう

と新政府軍の西郷
さいごう

隆盛
たかもり

が真剣
しんけん

に話し合い、双方
そうほう

にとって本

当の利益
り え き

は何かを見出
み い だ

していったからです。ぜひこの解決
かいけつ

の仕方
し か た

を学んでください。校長は話し合いによる

解決を強く望
のぞ

みます。」生徒の皆さんは改
あらた

めて上記の内容を心に留
と

めておいてください。保護者の皆様もご

留意
りゅうい

願います。ところで、２年生は東京
とうきょう

校外
こうがい

学習
がくしゅう

で、ひょっとしたら上野
う え の

公園
こうえん

にある西郷隆盛の銅像
どうぞう

を見る

かもしれません。この銅像には逸話
い つ わ

が残っています。西郷隆盛は、幕府が倒
たお

れて１０年後、明治１０年（1877）

に九州で西南
せいなん

戦争を起こし、かつては自分が指導者
しどうしゃ

として属
ぞく

していた明治
め い じ

新政府軍と戦うことになりました。

結果、西郷は負
ま

けて、自刃
じ じ ん

（刀
かたな

を用
もち

いた自殺
じ さ つ

）しました。勝海舟は西郷の死を大変
たいへん

悼
いた

み、西郷の名誉
め い よ

回復
かいふく

に

奔走
ほんそう

しました。その結果、大日本
だいにっぽん

帝国
ていこく

憲法
けんぽう

発布
は っ ぷ

時
じ

に西郷隆盛は恩赦
おんしゃ

され上野公園の銅像建立
こんりゅう

に至
いた

りました。

勝海舟は、銅像除幕式
じょまくしき

に参列
さんれつ

していたそうです。この一連
いちれん

の勝海舟の動きを見ていると、幕末
ばくまつ

の敵
かたき

同士
ど う し

で

一触即発
いっしょくそくはつ

の情勢
じょうせい

の中、その思いをとどまらせた西郷隆盛への信頼
しんらい

と友情
ゆうじょう

に心 温
こころあたた

まる場面
ば め ん

だと思います。

お互いに暴力を振るっていたら、そして江戸市中
しちゅう

が大惨事
だいさんじ

になっていたら、こうはならなかったでしょう。

だから、三中で暴力を排
はい

すること、そのために話し合いによる解決を盛
さか

んにしていくことは、お互いの信頼

を築
きず

き友情を高める三中となります。年の瀬
せ

を迎
むか

えるに当
あ

たり上記
じょうき

の事をもって締
し

めくくりたいと思います。

保護者・地域の皆様、今年も大変お世話になりました。良い年をお迎
むか

えください。 

     

桑葉の旗のもとに 
教育目標 学ぶ  鍛える  思いやる 

経営理念 自分と人類の幸福を創造する人材の育成 

令和７年１２月５日第８号 
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３年技術の栽培で見事に育った大根 11/29 
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〇１２月等の学校ポイント 

（１）12/18 に校則に関する臨時
り ん じ

生徒
せ い と

総会
そうかい

があります 

 新生徒会役員が決まって、初めて取り組んだのが現行の校則
こうそく

の点検と校則の見直しでした。アンケート結

果とその分析
ぶんせき

を終えて去
さ

る 11/14生徒会
せいとかい

役員
やくいん

と先生（校長、生活指導主任、生徒会担当）による校則点検
てんけん

・見
み

直
なお

し委員会
いいんかい

が開かれ、校則の現状
げんじょう

及
およ

び見直しについて話し合いがもたれました。その中で方向性
ほうこうせい

が見いださ

れ、地球
ちきゅう

温暖化
おんだんか

対策
たいさく

のために緊急性
きんきゅうせい

が高
たか

いものと緊急性は高くないものの中
ちゅう

・長期的
ちょうきてき

に検討
けんとう

していくもの

に分類
ぶんるい

がされました。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

さらにアンケートでは「頭髪
とうはつ

・髪
かみ

色
いろ

の自由
じ ゆ う

」についても意見
い け ん

が 

多かったことから生徒会としての見解
けんかい

を検討
けんとう

しています。しか 

し、一方でアンケート結果
け っ か

から現行
げんこう

の校則が守
まも

れていないこと 

も問題
もんだい

提起
て い き

されました。後者
こうしゃ

の校則を見直しするに当たっては、 

現行の校則が守れることへの実証
じっしょう

・能力
のうりょく

を示
しめ

していくことも 

確認
かくにん

されました。今後の生徒会の取組
とりくみ

に注目
ちゅうもく

してください｡今
こん

 

後
ご

は代表
だいひょう

委員会
いいんかい

や学級会
がっきゅうかい

の協議
きょうぎ

を経
へ

て 12/18生徒総会が開
ひら

か 

れる予定
よ て い

です。校則を改定
かいてい

する場合
ば あ い

は、生徒総会での議決
ぎ け つ

に基
もと

 

づいて最終的
さいしゅうてき

には校長の意思
い し

決定
けってい

となります。 

（２）学校評価のアンケート入力等、有難うございます 

 ご多用
た よ う

の所
ところ

、有難
ありがと

うございます。入力がお済
す

みでない保護者の方は恐
おそ

れ入りますが、 

12/8までにお願いいたします。 

（３）２学期終業式、そして冬休みを迎
むか

えます 

１２月２５日（木）は２学期終業式
しゅうぎょうしき

です。翌
よく

２６日から１月７日（水）まで１３日間の冬休みとなりま

す。この時期はクリスマス等
とう

で華
はな

やかになったかと思えば、お正月
しょうがつ

を迎え、日本の伝統
でんとう

で彩
いろど

られる風景
ふうけい

へ

の変化
へ ん か

が鮮
あざ

やかです。時の移
うつ

り変わりを楽しむとともに、年度の途中
とちゅう

ですが、これまでの１年間を振
ふ

り返
かえ

り、

来年への期待
き た い

、理想
り そ う

とする自分に思いを巡
めぐ

らせてほしいと思います。夏休みより短
みじか

いとは言え、計画的
けいかくてき

・

規則的
きそくてき

に過ごせるようご指導
し ど う

・支援
し え ん

をお願いします。学校でも冬休みの計画表
けいかくひょう

を立てさせますので、ご家庭
か て い

でもご確認
かくにん

いただき、共有
きょうゆう

願
ねが

います。 

（４）３学期は 1/8(木)[始業式]から、1年スキー教室は 1/25(日)からが始まります 

 本校でインフルエンザによる学級
がっきゅう

閉鎖
へ い さ

等がすでに発生
はっせい

しました。また、気温低下
て い か

に伴
ともな

い室内
しつない

空間
くうかん

は密閉
みっぺい

になる傾向
けいこう

にあり、コロナ感染
かんせん

拡大
かくだい

も含めて取沙汰
と り ざ た

される季節
き せ つ

となりました。１年生はスキー教室を控
ひか

え

ています。また３年生はいよいよ受験
じゅけん

シーズンを迎えるため体調
たいちょう

管理
か ん り

をよろしくお願いします。 

○１１月の学校の様子 

 今年は早くからインフルエンザが流行しましたが、学級
がっきゅう

閉鎖
へ い さ

 

となる学級がありました。そのよう時でも健康な生徒について 

はリモート授業を行なうことができました。今後も同
どう

閉鎖時に 

行う予定です。なお、再開
さいかい

時
じ

に学校で改
あらた

めて授業を行うため、 

定期テストへの影響
えいきょう

はありませんのでご安心ください。 

緊急性の高いもの 

・夏季限定のジャージ・体育着登校可能 

・体育の授業以外での体育着のシャツ出し OK 

 

緊急性は高くないが中・長期的に検討するもの 

・髪ゴムの色自由 

・セーターの色、靴下の色の自由など 

 

校則点検・見直し委員会の様子 11/14 

２－４ 国語のリモート授業 11/5 
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〇表彰
ひょうしょう

等の報告～おめでとうございます～ ※敬称略 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇部活動、がんばっています（11/1～11/30）※敬称略  

 

令和 7年度青梅市芸術文化奨励賞 

3-4 

中学生の「税についての作文」 

東京納税貯蓄組合総連合会会長賞  3-1 

令和７年度 第 21回青梅市小・中学生の主張大会発表者 

以下の生徒が二次審査を通過し、12/6 に S&D たまぐーセンターにて発表することになりました。ぜひ

応援してください。選ばれた皆さんは三中の代表として頑張ってきてください。 

2-2    「部活動の活動時間について」  2-4   「みんなちがって、みんないい？」 

2-4    「部活動の地域移行化について」 

第 22回おうめ子ども俳句コンテスト 

入選  1-4     「ラムネ瓶夏はいっているこの中に」    

1-4     「観音の午睡も覚ますせみしぐれ」 

吹
奏
楽
部
の
地
域
演
奏 

（
三
ッ
原
工
業
会
ま
つ
り
） 

1
1
/
1
8
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１２月・1月前半の予定  ★給食あり  ＳＴ：放課後ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟｸﾗｽ 

月 火 水 木 金 土・日 

１２月８★ ９★ １０★  １１★  １２★ １３・１４ 

全校三者面談終 
４校時まで授業 
①⑤カット 
1 年スキー教室保護者会 

一斉委員会 
 
 
 
SC 
ST 

 代表委員会 
モアレ検査 
(1 年+2･3 対象者) 
 
 
ST 
3 年数学教室 

 
 
 
 
 
ST 

 
 
１４ 
3 年 ESAT-J 
予備日 
 

１５★ １６★ １７★ １８★ １９★ ２０・２１ 

 
 
 
 
 
ST 

 
 
 
 
SC 
ST 

 
 

生徒総会 
 
 
 
SC 
ST 
３年数学教室 

 
 
 
 
 
ST 

 
 

２２★ ２３★ ２４★ ２５ ２６ ２７・２８ 

 
 

 
 
 
ST 

 
 
 
 
SC 
ST 

給食終了 終業式 冬季休業日始 

２７命の日 
 

１月５ ６ ７ ８ ９★ １０・１１日 

  
 
 
 
 
 

冬季休業日終 始業式 給食始 

 
   
 

１２ １３★ １４★ １５★ １６★ １７・１８ 

 
成人の日 
 
 
 

 
 
 
SC 
ST 

 
 

一斉委員会 
 
 
 
SC 
ST 
３年数学教室 

代表委員会 
 
 
 
 
ST 

 
 

 

   予定は変更になる場合があります。ご理解とご協力をお願いいたします。 

○冬季休業期間のうち、12/27（土）～1/4（日）は学校閉庁日となります。緊急の連絡が必要な場合は青

梅市教育委員会指導室（代表０４２８－２２－１１１１）へお願いいたします。（土日祝日も同様です） 

○お子様のことでご相談がある場合は、冬季休業期間であっても、ぜひ学校へご連絡ください。その際は

学校閉庁日、祝・休日（土・日）を除く８：１５～１６：３０までにお願いいたします。（第三中学校 

０４２８－３１－７２８６） 

○お子様に大きな事故等（病気、けが等）があった場合は、学校へご連絡ください。 


